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予断を許しません 第８波とインフルエンザの流行に備えて

右記のとおり、福島県医療ひっ迫警報が２月まで延長されま
した。これは病床使用率が５０％を超えてしまうことにより、
緊急性の高い心疾患や脳神経疾患に対応できない状況を回避す
るためです。医療機関では、感染症以外にも症状の重い方に十
分な治療を行わなければなりません。
そのため、検査キットによるセルフチェックを推奨していて、

それによって陽性と判明した際は、医師の診断を必要としてお
りません。
すでに、この感染症との戦いは３年を経過しておりますが、

感染力の強さとともに変異のスピードに追いついていないのが現状です。さらに、インフルエン
ザの流行も叫ばれています。
このようなことから、今まで継続してきた取組（手指の消毒・定期的な換気・マスクの着用）

を今後も続けていくしか方法がありません。まずは、積極的な予防を心掛けていきましょう。

「ヤバいぐらいの美味しさ…」 「あの人みたくなりたい…」 「この問題はむずい…」

言葉づかいは大丈夫でしょうか？
とある教育雑誌に、社会人２４１９人に「言葉づかいについて」アンケートをとった結果が載

っていました。最初の質問は「話をしていて、気になることはありますか」です。
質 問 項 目 「ある」と回答（複数）

改まった場で、相応しい言葉遣いができないことが多い ６３．５ （％）
敬語を適切に使えない ４６．４
自分と違う意見に、つい感情的に反応してしまう ２０．８

次の質問は「気になる言葉を話すことがありますか」です。
気 に な る 言 葉 「ある」と回答

あの人は走るのがすごい速い （本来：すごく） ５９．０ （％）
なにげにそうした （本来：なにげなく） ４７．１
ぶっちゃけまずい （本来：正直なところ、まずい） ４１．４

メディアを通して様々な言葉が伝えられておりますが、本来の言葉をまったく知らないままに
「気になる言葉」を当たり前に使っている日本人が急増していることに、とても憂慮すべき事態
だと感じます。「聞くは一時の恥・知らぬは一生の恥」とはよく言ったものですね。

㏜＊ 空間放射線値 ０．０７８μ ／ｈ （１月１９日 ８：００）



学校点描 ～学校生活フォトギャラリー～

福島学院大学の佐藤先生を講師にお招きしまして、心の授業を開

催しました。佐藤先生は、昼休みの遊び時間から児童に寄り添い、

一つ一つの行動からよさを見つけていました。

なかなか自分のよさは見つけられないものです。佐藤先生から、

人と比較することではなく、日頃から取り

組み続けているもの、毎日、続けているこ

とがあったら、それが「その人のよさ」と教えていただきました。

先生方の交えて「何気なくしている大切な行動」を見つけるグルー

プワークを通して「自分のよさ」に気づくことができました。

福島民報社の坪井先生をお招きして、新聞が

できあがる過程と一つ一つの段階における工夫

を教えていただきました。

報道に携わっている坪井先生が大事にしてい

ることは「正確な情報をわかりやすく伝えるこ

と」だそうです。そのために様々なチャンネル

から情報を集めたり、記事の内容がすぐにわか

るようにたくさんの写真を撮ったりして、本社

に送っているとのことです。

今後「みんなのひろば」コーナー（読者投稿）

に挑戦する計画で、意見文を作成しています。

２月に開く「節分集会」に向けて準備するものを作成する時間でした。

まずは、それぞれがかぶる「鬼の面」づくりから始めました。それぞれが思っている「かわ

いい鬼」ができあがりました。最後に記念撮影です（先日の「民報新聞出前授業」の際に坪井

先生から教えていただいた「ギャルピース」をしてみました）。

［お面の作者紹介］

Tさん Nさん Mさん
Rさん Ｊさん

こころの授業 （１月１１日）

福島民報社出前授業 （１月１２日）

全校集会 （１月１６日）


